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日本光学会第 9回定期総会議事録

日　時： 2024年 3月 30日（土）　15：00～15：30

場　所： Zoomミーティングにより実施
出席社員数（議決権行使・委任状出席を含む）： 281名
議　事： 総会成立の確認

・現会員数に対し過半数の定足数を満足したことが報
告され，本総会の成立が確認された．

1. 第 1号議案
下記について担当理事および監事から報告が行われ，
承認された．

1―1. 第 9期事業報告
　・第 8期総会および 4回の理事会，6回の総務委員会，

および賞選考委員会の開催が報告された．
　・第 9期（2023年 1月 1日～ 2023年 12月 31日）の事
業について報告された．

1―2. 第 9期決算報告
　・第 9期の決算について報告された．
1―3. 監事報告
　・事業報告および決算関係資料について監査した結果，

適正であるとの報告がなされた．
3. 報告事項
　・第 10期事業計画が報告された．
　・第 10期予算計画が報告された．

第 67回総務委員会議事要録

日　時： 2024年 1月 20日（土）　13：00～16：00

場　所： Web会議
出席者： 川田善正会長，他 15名
1.　審議事項
　・OPJ 2024に関する現在の進捗・検討状況について議

論された．
　・運営委員の改選について議論された．
　・第 50回冬期講習会の登録状況について報告された．
　・第 49回光学シンポジウムの開催に向けた進捗につい

て議論された．
　・第 9回総会の議題について報告された．
　・2024年度の総務委員会日程について議論された．
2.　報告事項
　・「光学」，「Optical Review」の現況について
　・会員情報について

2024年度光学論文賞受賞候補者の募集

　日本光学会では光学の分野における優秀論文の著者に対
し，下記の通り光学論文賞を贈っています．光学論文賞は
1960年に創設され，光学奨励賞とともに日本光学会の活
動を示す重要な指標の役目を果たしております．光学論文
賞は公募に応じた自薦，他薦の候補者から選考されます．
奮ってご推薦ください．
受賞対象者： 原則として表彰年度（2024年）の4月1日に
おいて満 40歳以下の日本光学会会員であり，2023年
1月から 2023年 12月までに発行された学術刊行物に
発表された光学に関する原著論文の第一著者．詳細は
光学論文賞規程をご覧ください（光学論文賞規定
http://myosj.or.jp/about/provisions/thesis/）．

提出書類： 候補者の氏名，会員番号，生年月日，満年齢
（公募締切日における），勤務先，勤務先所在地，自宅
住所，連絡先，電子メールアドレス，候補論文（1編）
および関連論文名のリスト，全業績リスト（論文，口
頭発表含む），推薦理由（自薦他薦を問わず，論文の
特徴，優れた点などを 1,000字以内でわかりやすく記
す），候補論文 1部，関連論文 2編以内で各 1部．他薦
の場合は推薦者の氏名，勤務先，勤務先所在地，連絡
先，電子メールアドレス．書類は E-mailでご応募く
ださい．PDF形式ファイルまたはMicrosoft Word書
式ファイルにて，すべてメールに添付してご送付いた
だいて結構です．ご送付後，3営業日までに受領メー
ルが届かない場合は事務局までご連絡ください．

書類提出期限： 2024年 6月 28日（金）17時必着
提出先： 一般社団法人日本光学会 事務局
〒112―0002 東京都文京区小石川 2―23―11 常光ビル 7階
（有）学術新報社内
電話 080―4186―1503　E-mail osj_ronbun@myosj.or.jp

2024年度「コニカミノルタ光みらい奨励金」募集のお

知らせ

　一般社団法人日本光学会では，新産業の創出につながる
ようなポテンシャルの高い光科学技術を進歩させるため
に，次世代を担う独創的な研究の奨励ならびに若手研究者
の育成を目的として，「コニカミノルタ光みらい奨励金」
を募集いたします．本会会員の皆様が，将来社会に向けて
大きなビジョンを描き，学会のブレインネットワークの場
を活用して独創的な研究を続けていただく一助になること
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を期待しております．これから自らのアイデアを実現しよ
うとする若手研究者の皆様の応募をお待ちしております．
募集分野： 「光学」に関連する研究で，すでに研究途上の

ものでも，これから始めるものでもよい．基礎研究，
応用研究のいずれでもよい．海外や他の分野との共同
研究でもよい．

応募資格： 一般社団法人日本光学会会員（学生会員含む）．
ただし，学術振興会特別研究員など他機関の研究費の
受給者は，機関が定める規定に注意すること．また，
他の機関より研究助成を受給している場合は，研究題
目も含めて申請用紙の研究者略歴に記載すること．

採択件数： ①コニカミノルタ光みらい若手奨励金（30万
円）1名（社会人と学生の応募から選考），②コニカミ
ノルタ光みらい学生奨励金（5万円）3名（原則として
学生の応募から選考）

応募方法： 日本光学会ホームページ（http://myosj.or.jp/ 

awards/）より申請用紙をダウンロードし，必要事項
を記載後，PDFファイルを電子メールで送付する．
なお，提案する研究が過去に公表された研究の延長で
ある場合，提案の研究と過去の研究との差異を「独創
的なポイント」にて明記し，参考文献（応募者が著者の
文献に限る）があるときはその参照先を記載すること．

応募締切： 2024年 7月 26日（金）17時必着
結果通知： 選定結果は 2024 年 9 月下旬までに，申請の
あった会員に通知する．表彰式は Optics & Photonics 

Japan 2024にて行う．
奨励金の使途： 研究目的であれば使途は限定されない．
奨励金受給者の義務： 2025年 12月 31日までに研究報告

書を提出する．コニカミノルタ光みらい若手奨励金の
受給者は，研究成果を Optics & Photonics Japan 2025

で発表する．
申請書提出先および問合せ先：

一般社団法人日本光学会 光みらい奨励金担当
E-mail: hikari-mirai@myosj.or.jp

個人情報の取り扱いについて：
一般社団法人日本光学会事務局（E-mail: info@myosj. 

or.jp）までお問い合わせください．
後　援： 公益財団法人コニカミノルタ科学技術振興財団
※個人情報に関して： 提案者の個人に関する情報は，日
本光学会による研究会やフォーラムの案内，広報支援
活動などの情報提供に利用させていただくことがあり
ます．

2024年 第 49回光学シンポジウム開催案内

期　日： 2024年 6月 19日（水）～21日（金）
開催形態： ハイブリッド方式を予定（現地とオンライン．

講演者は原則現地参加，ただしチュートリアルはオン
ラインのみ）

主　催： 日本光学会
共　催： 応用物理学会フォトニクス分科会
参加登録： 光学シンポジウム HP（http://myosj.or.jp/ 

event2/opt_symp）
問合せ先： 実行委員長　中井武彦（キヤノン）

optsymp49-aud@myosj.or.jp

チュートリアル（6月19日）（チュートリアル受講には別途
参加申込が必要です）：「ライダーのいろは－基礎から
応用まで－」椎名達雄（千葉大学）/「フラットオプ
ティクスのためのメタサーフェス入門」志村努（東京
大学）

シンポジウム（6月 20・21日，招待講演のみ抜粋して掲
載）：「メタマテリアルを用いた光学迷彩技術」雨宮智
宏（東京工業大学）/「抗原抗体反応の光誘導加速シ
ステムによる次世代医工計測への展開」飯田琢也（大
阪公立大学）/「HMD 向け高効率パンケーキレンズ
「ダブルパス方式」の紹介と光学設計」臼倉奈留
（シャープ）/「空中ディスプレィの社会実装と課題，
及び今後の展望」大坪誠（ASUKANET）/「非接触，
無調整で使用できる両眼視デバイスの開発」川崎智裕
（ニコン）/「超高精度三次元測定機 UA3Pとその最新
ソリューションのご紹介」上村健太郎（パナソニック
プロダクションエンジニアリング）/「レンズの収差・
回折によるぼけを補正する Deep Learning画像処理技
術―Neural network Lens Optimizer―」日浅法人（キ
ヤノン）/「機能集積型光導波路照明素子による散
乱・揺らぎ背後イメージング」渡邉恵理子（電気通信
大学）

精密工学会第 438回講習会「測長の基礎から応用 ─精

密光計測技術」

期　日： 2024年 7月 26日（金）
場　所： 中央大学後楽園キャンパス 2号館 2階 2215室お

よび 2221室（東京都文京区春日 1―13―27）
共　催： 精密工学会 / 精密測定技術振興財団
協　賛： 日本光学会，応用物理学会ほか
参加費： 一般 18,700円，学生 2,200円
参加申込： 下記 URLからお申込みください．
申込期限： 2024年 7月 19日（金）
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問合せ先： 精密工学会 講習会係
電話 090―3507―1791　E-mail jspe_koushu@jspe.or.jp

URL https://www.jspe.or.jp/custom-event/event-9954/

JOEM技術講座「レンズ設計法」

日　時： 2024年 7月 18日（木）10：00～16：20，19日（金）
10：00～16：30（新型コロナウィルス感染症の状況お
よび対面希望者数によってオンラインに切り替え可能
性あり）

場　所： ハイブリッド形式（対面＋オンライン）．対面は
機械振興会館別館 4階，オンラインはMicrosoft Teams

使用．
主　催： 日本オプトメカトロニクス協会
協　賛： 日本光学会，日本光学工業協会，光産業技術振

興協会，ほか
参加費： 協賛 80,410円（テキスト・消費税含む）
定　員： 25名（うち対面は先着順で 10名，対面 /オンラ
インは申込時に選択）

申込期限： 2024年 7月 9日（火）
問合せ先： 日本オプトメカトロニクス協会

電話 03―3435―9321　Fax 03―3435―9567

E-mail info@joem.or.jp　URL http://www.joem.or.jp

JOEM技術講座「LEDと半導体レーザーの基礎と応用 」

日　時： 2024年 8月 7日（水）10：00～16：30（新型コロ
ナウィルス感染症の状況および対面希望者数によって
オンラインへの切り替え可能性あり）

講　師： 波多腰玄一氏（元東芝）
場　所： ハイブリッド形式（対面＋オンライン）．対面は

機械振興会館別館 4階，オンラインはMicrosoft Teams．
主　催： 日本オプトメカトロニクス協会
協　賛： 日本光学会，応用物理学会，日本光学工業協会

ほか
参加費： 協賛 44,880円（テキスト・消費税含む）
定　員： 25名（うち対面は先着順 10名，対面 /オンライ

ンは申込時に選択）
申込期限： 2024年 7月 29日（月）
問合せ先： 日本オプトメカトロニクス協会

電話 03―3435―9321　Fax 03―3435―9567

E-mail info@joem.or.jp　URL http://www.joem.or.jp

JOEM技術講座「光学実験入門」

日　時： 2024年 8月 22日（木）10：00～17：30，23日（金）
9：00～15：15

講　師： 斎藤晴司氏（元ニコン）
場　所： 機械振興会館別館 4階（東京都港区芝公園 3―5―22）
主　催： 日本オプトメカトロニクス協会
協　賛： 日本光学会，応用物理学会，日本光学工業協会

ほか
参加費： 協賛 86,020円（テキスト・消費税含む）
定　員： 8名
申込期限： 2024年 8月 9日（金）
問合せ先： 日本オプトメカトロニクス協会

電　話 03―3435―9321　Fax 03―3435―9567

E-mail info@joem.or.jp　URL http://www.joem.or.jp

JOEM技術講座「波動光学の基礎」

日　時： 2024年 8月 29日（木），30日（金）　10：00～17：00

講　師： 山口一郎氏（理化学研究所名誉研究員）
場　所： 機械振興会館別館4階（東京都港区芝公園3―5―22）
主　催： 日本オプトメカトロニクス協会
協　賛： 日本光学会，応用物理学会，日本光学工業協会

ほか
参加費： 協賛 80,410円（テキスト・消費税含む）
定　員： 10名
申込期限： 2024年 8月 20日（火）
問合せ先： 日本オプトメカトロニクス協会

電話 03―3435―9321　Fax 03―3435―9567

E-mail info@joem.or.jp　URL http://www.joem.or.jp
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日本光学会 newsの掲載申込先：
日本光学会 光学広報担当　E-mail koho@myosj.or.jp
メールの件名に「日本光学会 news原稿」と記載してください．
なお，掲載申込は原則として発行日（10日）から 2か月前の 15日まで，開催日が 1～10日の場合は，
開催日の 3か月前の 15日までにお願いします．
掲載にあたっては，「日本光学会 news」の掲載基準を日本光学会ホームページでご確認ください．
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